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写真上：JA佐野　蘒原　颯人さん
写真下：いちご研修会の様子
写真上：JA佐野　蘒原　颯人さん
写真下：いちご研修会の様子
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サポートセンター情報

　本日はJA佐野管内でトマト・米麦の生産に取り組まれている蘒原颯人さんをご紹介します。

▶就農までの経緯と現在の経営について教えてください
　祖父母の代から農業をしており、身近で農業という職業を見
ているなかで、自分の好きなように働けるところに魅力を感じ、
将来は農業をしたいと思うようになりました。農家になること
は早い段階で考えていたため、高校から農業を学べる学校を選
び、卒業後は栃木県農業大学校に進学しました。現在米麦は父
と自分で、トマトは母と、繁忙期には1人パートさんを雇用し
一緒に栽培管理しています。農福連携の取り組みもしており、
利用者には畦畔の草刈りをしていただいています。

▶農業大学校ではどのようなことを学ばれたのですか？
　農大では水稲栽培や、麦・大豆等の水田農業経営に関する知
識・技術を習得し、卒業研究では「とちぎの星」の密播栽培に
ついて研究を行いました。農大のプログラムの中で大型特殊免
許やけん引免許も取得でき、就農にあたりとても役立ちました。
今年からカルビーポテト(株)の加工用馬鈴薯の栽培に取り組む
予定ですが、農機の免許を持っていることで新しい品目にも挑
戦しやすくなったと思います。

▶農業をするうえでやりがいになっていることを教えてください
　お客様から“美味しかった”と言ってもらえることがやりがいに繋がっています。佐野観光農
園アグリタウンや佐野市観光物産会館、庭先でも販売を行っているため、直接褒めてもらえるこ
とも多く励みになっていますね。

▶今後の目標を教えてください。
　効率的に栽培をして所得を向上させ、後々は作業小屋の建設や、米の施設を大きくしていきた
いです。いろいろな作物を育てたいと思っているので、まずは家庭菜園で個人的に好きなスナッ
プエンドウを育ててみたいと思います。

　トマトを頂いたのですが、とても甘くて美味しかったです。これからの農業の担い
手として期待しています！本日はお忙しい中ありがとうございました。

▶名前：蘒原 颯人さん (22)
　品種：冬春トマト (22a)、麦 (15ha) 、水稲 (10ha)
　就農年数：3年目

頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!
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サポートセンター情報

 

 

 

 

営農・経済担当者人材育成研修会
～いちご研修の開催～
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中央会情報
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中央会情報
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スマート農業情報



−7−

スマート農業情報
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米 麦 情 報

　2月28日(金)、(一財)日本穀物検定協会より下記のとおり発表があり、
「コシヒカリ(県北地区)」が2年連続、14回目の特Ａを獲得し、「なすひか
り(県北地区)」、「とちぎの星」が「Ａ」を獲得しました。ご協力いただき
ました生産者・ＪＡ・関係機関の皆様に感謝申し上げます。

2年連続!!2年連続!!
最⾼評価最⾼評価のの特A特A

獲得いたしました！獲得いたしました！

令和６年産⽶の⾷味ランキング令和６年産⽶の⾷味ランキング
コシヒカリ(県北地区)コシヒカリ(県北地区)

コシヒカリ
(県北地区)
コシヒカリ
(県北地区)

なすひかり
(県北地区)
なすひかり
(県北地区) とちぎの星とちぎの星

特A特A AA AA

令和6年産⽶⾷味ランキング結果令和6年産⽶⾷味ランキング結果

■食味ランキングとは？
（一財）日本穀物検定協会で毎年開催されるランキングです。全国の産地が出品し官能試験でお米
を評価されます。最高評価が特AでA�,A,B�,Bの5段階評価でランキングされます。令和６年産米につ
いては、143産地品種について食味試験を実施し、「特Ａ」にランクされたものは39点、「Ａ」に
ランクされたものは76点、「Ａ�」にランクされたものは25点、「Ｂ」及び「Ｂ�」にランクされた
ものはいずれも該当なしとなっています。

７年産米におきましても、栃木米の品質維持・向上、
及び食味ランキング評価「特Ａ」の継続獲得に向けて尽力してまいります!!

７年産米におきましても、栃木米の品質維持・向上、
及び食味ランキング評価「特Ａ」の継続獲得に向けて尽力してまいります!!
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米 麦 情 報

稲麦の技術対策（４月）

水稲（早植）
１　土づくり、圃場の準備
　〇本田の準備は、収穫直後の秋耕から始まっています。秋耕は稲わらを鋤込むことで、春ま
でに稲わらを腐熟させ、土の中で堆肥を作ることになります。同時に縞葉枯病媒介ヒメトビ
ウンカやイネカメムシ等の病害虫やクログワイ等水田雑草の防除効果もあります。
　　また、世界的に温室効果ガス削減が叫ばれていますが、秋耕することで冬の間に微生物が
好気的に稲わらを分解することで、作付後の湛水における嫌気的なメタンガス生成を削減で
きます。

　〇耕深は15㎝以上に！ 耕深を深くすると根が深く張り、秋まさりのイネになります。

　　ロータリー耕でも走行速度を落として作業すれば、通常のトラクターで充分確保できます。
耕深が浅い田植え作業は軽快で初期生育は良いのですが、暑さ寒さの気候変動に弱く、秋落
ちして収量品質が不安定になります。
　〇土壌診断結果に基づき代かき前に土づくり肥料（ようりん、ケイ酸カリ、砂礫質秋落田で

はＢＢ鉄王など）を散布しましょう。ひとふりくんプレミアシリーズでも基肥窒素と同時に
ケイ酸や苦土をある程度供給できます。

２　播種・田植時期の分散でリスク分散
　　近年は登熟期間の高温による白未熟・胴割等発生の影響で外観品質及び食味が低下する年
が続いています。今年も気象庁の長期予報では高温傾向と予想されています。
　　５月上旬に集中している田植を５月中旬にも分散させ、危険分散を図りましょう。

３　田植機植付株数と掻取量の設定
　〇収量品質の安定のために65〜 70株/坪の小苗（３〜４本/株）・標準植がお勧め！
　　年々疎植の傾向（70→60→50株/坪）にありますが、疎植すると初期に天候が良い年は収量
に差は付きませんが、天候が悪いと減収します。また、1株が大きくなり見栄えはしますが、
茎が細くなり、1株内の登熟むらも大きくなるため外観品質及び食味低下ばかりか栃木県産米
クレームに多い「胴割れ粒」多発の一要因にもなっています。
　　１株当たりの田植機掻取量・植付苗本数は極力減らし（３〜４本/株の小苗植が理想）、株数
は坪あたり65〜 70株程度を確保することで収量品質が安定します。最近は苗箱数を減らすた
めに50株/坪の疎植をする人がいますが収量・品質が不安定になりやすいので65〜 70株/坪の
標準植えをお勧めします。
　　欠株を気にして大苗に植えている田んぼを見かけることがありますが、大苗植（平均6本以上）

は初期の茎数・穂数は増えますが、茎が細く倒伏しやすくなり、登熟不良で収量品質等級が低
下します。欠株率４％までは収量に影響しないので基本的に補植はいらないです。どうしても
補植したいならば連続欠株のところだけで充分です。

麦 類
１　排水溝の点検
　　登熟期の大雨に備え、明きょの排水口が目詰まりしていないかを点検し、降雨時等に速や
かに排水できるようにしておきましょう。

２　赤かび病の防除適期
　　二条大麦は穂揃7〜 10日後に１回、六条大麦・小麦は開花始期に1回目・2回目を六条大麦10
日後・小麦20日後の防除が適期です。平年より出穂期が早まる可能性もあるので遅れないよう
に作業計画を立てて適期に防除しましょう。

ＪＡ全農とちぎ　米麦部
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米 麦 情 報
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園 芸 情 報

問い合わせ先

全農とちぎ 園芸部 園芸資材課 ：
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肥 料 情 報

kg/10a

kg
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農 薬 情 報
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農業機械情報
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生 活 情 報
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発 行：ＪＡ全農とちぎ　担い手支援課
T E L  0 2 8－61 6－88 3 8
FAX  0 2 8－61 6－88 1 9

編集後記

野 生 を 食 べ る ジロボウエンゴサク181野 生 を 食 べ る

　４月号最後までお読みいただ
きありがとうございます。今月

は桜が見頃を迎えますね！桜を見ることでリラックス
効果もあるそうなので、私も今年は花見を
して癒されたいと思います。今年度も担い
手サポートセンター通信をよろしくお願い
いたします。　　　　　　　　　　(岩根 )

　ケシ科の植物は有毒植物が多いので食べてはいけない。これが基本だがなぜか北の
ほうではエゾエンゴサクも含めて食べているという。私のフィールドにもジロボウエ
ンゴサクの生える場所があるので手を出してみようといった次第。樹林地内のやや
湿った場所、下草に交じって15センチ前後のひ弱な茎を立ち上げ、数個の筒状の花を
つける。春の一時期だけ目立つが、上部のコナラなどの葉が展開し、下に光が当たら
なくなると姿を消してしまう。こういう植物をスプリングエフェメラルという。

　多年生植物は地下部が大切なので根こそぎとらずに上部だけ摘むようにしたい。写真
1はエディブルフラワー的使い方で「サラダ」に散らしてみた。写真２は何か料理をと
思い、軽く湯がいてから酢醤油と出汁を合わせたものに「浸し」てみた。写真３は薄衣
の「天ぷら」。やや筋っぽいし、特別な旨味は感じられないが、食事の一品に提供して
みれば「これ何？」と話題になりそうなことは請け合える。大量に食べたわけではない
が、食後、体調に変化は見られなかった。

（aida）

料理メモ

写真１ 写真２ 写真３


